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拝
啓

檀
信
徒
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
益
々
御
清
祥
の
事
と
お
喜
び
申
し
上

げ
ま
す
。
日
頃
、
眞
観
寺
に
お
心
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
年
も
早
い
も
の
で
年
の
瀬
と
な
り
、
新
し
い
年
を
迎
え
ま
す
。

瑞
光
満
ち
る
平
成
二
十
六
年
元
旦
、
恒
例
の
元
朝
護
摩
を
観
音
堂
で
厳
修
い
た

し
ま
す
。

（

）

、

「

」

護
摩
祈
願

護
摩
札

を
御
希
望
の
方
は

左
記
の

小
見
眞
観
寺
元
朝
護
摩

を
ご
一
読
の
上
、
同
封
の
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
願
意
を
書
い
て
ご
返

送
く
だ
さ
い
。

お
申
込
み
は
フ
ァ
ッ
ク
ス(

〇
四
八-

五
五
六-

二
二
〇
〇)

で
も
受
付
け
ま
す
。

複
数
体
の
申
し
込
み
の
方
は
、
眞
観
寺
に
申
込
書
が
あ
り
ま
す
。
折
り
返
し
お

送
り
し
ま
す
の
で
、
電
話
〇
四
八
ー
五
五
六
ー
二
六
七
八
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

遠
方
の
方
に
は
護
摩
札
を
郵
送
致
し
ま
す
。
送
料
は
無
料
で
す
。
ご
遠
慮
な
く

お
申
し
込
み
下
さ
い
。

合
掌

平
成
二
十
五
年
十
二
月

眞
観
寺
住
職

中
村

重
継

檀

信

徒

各

位

小
見
眞
観
寺
元
朝
護
摩

平
成
二
十
六
年

元
旦

午
前
十
時
よ
り

・
日
時

眞
観
寺
観
音
堂

正
観
音
菩
薩
御
宝
前

・
場
所護

摩
（
ご
ま
）
と
は

「

」

。

、

護
摩
は
正
し
く
は

護
摩
修
行

と
言
い
ま
す

真
言
密
教
の
修
行
の
一
つ
で

護
摩
火
中
に
仏
を
招
来
し
、
御
仏
の
真
体
を
観
じ
ま
す
。

、

、

、

、

護
摩
に
よ
っ
て
煩
悩
を
焼
き
浄
め

大
厄
を
消
除
し

家
内
安
全

身
体
健
全

商
売
繁
盛
等
、
開
運
を
祈
願
し
ま
す
。



二
頁

護
摩
の
願
意
に
つ
い
て

護
摩
の
願
意
は
自
由
で
す
。
眞
観
寺
の
護
摩
は
祈
願
と
滅
罪
の
護
摩
で
す
。
左

の
代
表
的
な
お
願
い
が
あ
り
ま
す
。

・
災
厄
消
除

・
家
内
安
全

や

く

よ

け

・
交
通
安
全

・
身
上
安
全

・
身
体
健
全

・
延
命
長
寿

・
商
売
繁
盛

・
当
病
平
癒

・
傷
病
平
癒

・
心
願
成
就

・
大
願
成
就

・
開
運
満
足

・
合
格
成
就

・
学
業
成
就

・
就
職
成
就

・
工
事
安
全

・
工
場
安
全

・
労
災
絶
滅

・
勝
利
祈
願

・
従
業
員
安
全
・
商
売
繁
盛

・
事
業
繁
栄

・
方

除

・
火

難

除

(

お
願
い
が
か
な
っ
た
と
き
に)

・
御

礼

。

、

護
摩
札
は
一
体
に
付
き
一
願
意
で
す

護
摩
の
準
備
の
都
合
が
あ
り
ま
す
の
で

な
る
べ
く
十
二
月
二
十
八
日
迄
に
早
め
に
申
し
込
み
下
さ
い
。

護
摩
祈
願
料
は
三
千
円
で
す
。
祈
願
料
は
申
込
時
だ
け
で
な
く
、
元
旦
に
持
参

さ
れ
て
も
大
丈
夫
で
す
。

尚
、
遠
方
の
方
は
護
摩
札
の
郵
送(

送
料
無
料)

と
併
せ
て
銀
行
振
り
込
み
を
ご
活
用
下
さ
い
。

群
馬
銀
行

行
田
支
店
（
３
７
４
）

普
通
口
座
０
１
７
８
３
３
９

口
座
名
義

シ
ュ
ウ
）
シ
ン
カ
ン
ジ

厄

年

早

見

表

男

性

女

性

前
厄

平
成
３
年
生

平
成
７
年
生

厄

本
厄

平
成
２
年
生

平
成
６
年
生

小

後
厄

平
成
元
年
生

平
成
５
年
生

前
厄

昭
和

年
生

昭
和

年
生

49

58

厄

本
厄

昭
和

年
生

昭
和

年
生

48

57

大

後
厄

昭
和

年
生

昭
和

年
生

47

56

男
女
大
厄

昭
和

年
生
ま
れ

29



三
頁

眞
観
寺
正
観
世
音
菩
薩
御
開
帳
の
歳

平
安
時
代
の
定
朝
様
式
を
現
在
に
伝
え
る
眞
観
寺
の
観
世
音
菩
薩
様
は
普
段
は

秘
仏
と
さ
れ
、
厨
子
の
中
に
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。

平
安
時
代
末
に
荒
廃
し
て
い
た
所
を
中
興
瀧
憲
阿
闍
梨
に
見
出
さ
れ
再
興
さ
れ

ま
し
た
。
以
来
、
文
亀
年
間
（
千
五
百
年
頃
）
足
利
方
（
古
河
公
方
）
の
兵
火
に

罹
っ
た
事
も
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
忍
城
水
攻
め
の
際
に
は
石
田
方
の
兵
火
に
遭

い
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
災
難
を
乗
り
越
え
、
千
年
近
い
歴
史
を
現
在
に
伝
え
て

い
ま
す
。

秘
仏
の
観
音
様
の
御
開
帳
は
江
戸
時
代
に
は
住
職
一
代
に
付
き
一
度
、
明
治
以

降
は
甲

午
の
歳
の
み
と
な
っ
て
い
た
も
の
を
昭
和
初
期
か
ら
午
年
に
一
度
の
御

き
の
え
う
ま

開
帳
と
し
て
い
ま
す
。

来
年
、
平
成
二
十
六
年
は
甲
午
歳
に
あ
た
り
、
御
開
帳
の
歳
と
な
り
ま
す
。
季

節
の
良
い
十
一
月
頃
に
御
開
帳
を
予
定
し
て
居
ま
す
が
、
古
式
に

則

り
、
開
帳

の
つ
と

祈
願
護
摩
を
修
行
し
、
良
い
結
果
が
出
た
ら
開
帳
と
致
し
ま
す
。

新
総
代
古
川
茂
氏

八
月
十
五
日
の
施
餓
鬼
法
要
の
際
に
ご
報
告
致
し
ま
し
た
が
、
眞
観
寺
の
新
世

話
人
総
代
と
し
て
小
見
の
古
川
茂
氏
が
就
任
致
し
ま
し
た
。

平
成
二
十
六
年
御
開
帳
は
古
川
新
総
代
と
世
話
人
方
と
よ
く
相
談
し
て
進
め
た

い
と
思
い
ま
す
。
今
後
と
も
お
力
添
え
の
程
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

嵐
山
史
跡
の
博
物
館

比
企
郡
嵐
山
町
に
埼
玉
県
立

「
嵐
山
史
跡
の
博
物
館
」
が
あ

り
ま
す
。

現
在

企
画
展
示
と
し
て

観

、

「

音
霊
場
と
武
士
」
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

上
の
写
真
が
、
企
画
展
の
ポ



四
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ス
タ
ー
で
す
。
企
画
展
は
十
二
月
七
日
～
来
年
二
月
二
十
三
日
迄
開
催
さ
れ
て
い

ま
す

こ
の
ポ
ス
タ
ー
の
観
音
像
が
小
見
眞
観
寺
の
正
観
世
音
菩
薩
様
の
模
像(

レ

。

プ
リ
カ)
で
す
。
模
造
は
昭
和
五
十
一
年
に
県
立
博
物
館
の
展
示
と
し
て
作
像
さ

れ
ま
し
た

（
こ
う
い
っ
た
模
像
を
移
動
・
展
示
す
る
に
も
持
ち
主
で
あ
る
眞
観

。

寺
の
許
可
が
要
る
よ
う
で
す
。
博
物
館
長
よ
り
許
可
を
求
め
ら
れ
た
の
で
、
驚
き

ま
し
た
）

眞
観
寺
の
御
開
帳
ま
で
半
年
以
上
の
時
間
が
あ
り
ま
す
。
御
開
帳
が
待
ち
遠
し

い
方
は
、
ま
ず
は
こ
ち
ら
の
企
画
展
に
行
か
れ
る
の
も
良
い
で
し
ょ
う
。
入
場
料

は
大
人
百
円
、
高
校
生
、
学
生
八
十
円
、
中
学
生
以
下
無
料
で
す
。

観
音
堂
三
百
周
年
記
念
念
珠

今
年
の
元
旦
と
盆
受
付
の
時
に
「
観
音
堂
三
百
周
年
記
念
念
珠
」
の
頒
布
を
行

は

ん

ぷ

い
ま
し
た
。
非
常
に
好
評
を
博
し
て
い
ま
す
。
ご
家
族
に
向
け
に
購
入
さ
れ
る
方

も
い
れ
ば
、
法
事
の
引
き
出
物
と
し
て
購
入
さ
れ
る
方
も
い
ま
す
。
皆
様
そ
れ
ぞ

れ
の
思
い
あ
っ
て
使
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

特
に
通
夜
や
告
別
式
の
法
要
が
終
え
た
時
、
皆
様
は
合
掌
に
て
住
職
を
送
り
ま

す
。
記
念
念
珠
は
目
立
つ
の
か
、
参
列
者
の
手
を
見
る
と
見
慣
れ
た
念
珠
が
そ
こ

か
し
こ
に
見
え

「
お
っ
、
使
わ
れ
て
い
る
」
と
、
嬉
し
く
な
り
ま
す
。

、

来
年
の
元
旦
も
記
念
念
珠
を
頒
布
致
し
ま
す
。

ケ
ヤ
キ
の
念
珠
は
一
匝
三
千
円(

数
珠
袋
付)

残
り
約
百
二
十
匝そ

う

羅
漢
松
の
夫
婦
の
念
珠
は
一
箱
六
千
円
。

残
り
二
箱

い
ず
れ
も
「
小
見
観
音
」
の
刻
印
入
り
で
す
。
木
製
の
念
珠
の
良
さ
は
何
と
言

っ
て
も
積
善
の
回
向
の
徳
を
最
期
に
持
っ
て
行
け
る
こ
と
に
尽
き
ま
す
。
こ
の
機

会
に
ど
う
ぞ
。

児
玉
義
隆
師
の
伝
授

十
二
月
二
日
午
後
二
時
よ
り
、
梵
字
悉
曇(

梵
字
を
書
く
こ
と)

が
専
門
の

ぼ

ん

じ

し

つ

た

ん

種
智
院
大
学
児
玉
義
隆
副
学
長
が
眞
観
寺
客
殿
に
て
真
言
宗
智
山
派
青
年
会
員
を

し

ゆ

ち

い

ん

ぎ
り
ゆ
う

対
象
に
刷
毛
筆
に
よ
る
梵
字
悉
曇
の
伝
授
を
行
い
ま
し
た
。

は

け

ぼ
ん
じ
し
つ
た
ん



五
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眞
観
寺
は
本
堂
内
陣
梵
字
の
縁
に
よ
り
、
昨
年
に
引
き
続
き
二
回
目
の
伝
授
の

開
催
寺
院
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
珍
し
い
事
で
す
。

当
日
は
二
十
八
名
の
青
年
僧
が
眞
観
寺
客
殿
に
集
ま
り
、
実
際
に
刷
毛
筆
を
使

は

け

い
な
が
ら
熱
心
に
児
玉
先
生
の
悉
曇
教
授
を
受
け
ま
し
た
。

し
つ
た
ん

本
堂
の
ス
ト
ー
ブ
を
一
台
入
れ
替
え
ま
し
た
。

。

冬
の
本
堂
の
暖
房
は
石
油
ス
ト
ー
ブ
で
賄
っ
て
い
ま
す

眞
観
寺
の
本
堂
は
廊
下
も
入
れ
る
と
六
十
三
畳
半
あ
り
ま

す
。
天
井
も
十
三
尺(

約
四
㍍)
も
あ
る
の
で
、
業
務
用
の

大
型
ス
ト
ー
ブ
二
台
で
暖
房
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ス
ト
ー
ブ
は
最
初
の
点
火
時
に
半
田
ゴ
テ
の
よ
う

な
電
気
ヒ
ー
タ
で
ガ
ス
化
し
た
石
油
に
火
を
付
け
る
仕
組

み
で
す
。
以
前
、
西
明
寺
で
同
型
の
ス
ト
ー
ブ
を
十
五
年

近
く
使
っ
て
い
た
ら
、
不
点
火
と
な
り
、
電
気
ヒ
ー
タ
が

真
っ
赤
に
焼
け
て
金
属
の
焼
け
る
匂
い
が
充
満
し
、
あ
わ
や
、
と
い
う
事
故
が
あ

り
ま
し
た
。
こ
れ
を
教
訓
に
し
て
火
災
予
防
の
た
め
、
定
期
的
に
取
り
替
え
る
事

に
致
し
ま
し
た
。

新
鋭
機
は
出
力
も
大
き
い
の
で
、
西
側(

女
性
側)

に
投
入
し
ま
し
た
。
ス
ト
ー

ブ
二
台
で
一
時
間
に
二
升
も
石
油
を
使
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
、
大
寒
の
時
季
や
雪

の
朝
に
は
朝
七
時
に
気
温
０
度
か
ら
暖
房
し
て
、
十
時
過
ぎ
て
も
十
六
度
位
に
し

か
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
後
は
太
陽
も
本
堂
に
当
た
る
時
間
に
な
る
で
、
法
事
が
始

ま
る
頃
に
は
程
よ
く
な
り
ま
す
。
今
年
も
大
型
ス
ト
ー
ブ
二
台
で
頑
張
り
ま
す
。

観
音
堂
の
鰐
口
の
紐

甲
午
歳
御
開
帳
に
向
け
て
、
観
音
堂
の
鰐
口
の
紐
を
新
し
く
し
ま
す
。
正
月
に

は
新
し
い
紐
が
お
目
見
え
し
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

諸
般
の
都
合
で
「
寺
た
よ
り
」
が
白
黒
印
刷
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
分
、
フ
ル

カ
ラ
ー
で
寺
庭
が
作
っ
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
が
あ
り
ま
す
。
都

度
、
更
新
し
て
い
ま
す
の
で
、
そ
ち
ら
も
お
楽
し
み
下
さ
い
。



六
頁

般
若
心
経
を
詠
む
会
に
講
師
を
招
き
ま
す
。

よ

毎
年
恒
例
と
な
り
ま
し
た
が
、
九
月
か
ら
十
二
月
ま
で
、
観
音
様
の
縁
日
で
あ

る
毎
月
十
八
日
に
「
般
若
心
経
を
詠
む
会
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

今
年
最
後
と
な
る
十
二
月
十
八
日
の
「
般
若
心
経
を
詠
む
会
」
で
は
、
上
池
守

、

。

持
宝
院
の
副
住
職
馬
場
隆
法
師
を
お
招
き
し
て

般
若
心
経
の
伝
授
を
致
し
ま
す

ば
ば
り
ゆ
う
ほ
う

馬
場
隆
法
師
は
昭
和
五
十
三
年
生
ま
れ
、
京
都
本
山
で
修
行
の
後
、
高
幡
不
動

で
研
鑽
を
積
ん
だ
経
歴
を
持
ち
ま
す
。
当
日
は
高
幡
流
の
ゆ
っ
く
り
し
た
般
若
心

経
を
教
授
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
馬
場
隆
法
師
は
元
朝
護
摩
の
祈
願
太
鼓
も
奉
納
致
し
ま
す
。
音
楽
の
感

覚
に
優
れ
た
隆
法
師
の
講
義
を
お
楽
し
み
下
さ
い
。

日
時

十
二
月
十
八
日
（
水
曜
日
）
十
時
～
十
一
時
半

場
所

真
観
寺
客
殿

～
～
～

来
年
の
干
支
に
つ
い
て

～
～
～

来
年
は
午
歳
で
す
。
昔
の
人
は
方
位
に
十
二
支
を
当
て
は
め
て
表
し
ま
し
た
。

左
の
図
の
よ
う
に
午
は
六
時
の
方
角
で
す
。

十
二
支
を
八
方
位
に
当
て
は
め
た
の
で
、
午
歳
の
守
り
本
尊
は
観
世
音
菩
薩
、

と
思
い
き
や
、
観
世
音
菩
薩
の
弟
で
あ
る
「

」
で
す
。

勢
至
菩
薩

せ

い

し

ぼ

さ

つ

観
世
音
菩
薩
を
知
ら
な
い
人
は
居
な
い
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
弟
の
勢
至
菩
薩

は
知
ら
れ
て
い
な
い
存
在
で
す
。
一
周
忌
の
仏
様
は
勢
至
菩
薩
で
す
。

勢
至
菩
薩
様
は
「
大
威

を
持
ち
、
大
悲
大
慈
に

る
」
を
以
て
勢
至
菩
薩
と

勢

至

言
い
ま
す
。
衆
生
が
地
獄
・
餓
鬼
道
に
落
ち
な
い
よ
う
に
救
っ
て
下
さ
る
仏
様
で

す
。
写
真
に
あ
る
よ
う
に
合
掌
の

形
で
表
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
周
忌

の
時
に
住
職
は
合

掌
に
つ
い
て
話
す

の
は
こ
の
縁
起
に

よ
り
ま
す
。

午年の守り本尊

「勢至菩薩」観音堂前の八体佛


